
関ケ原の戦いにおける徳川家康最後の陣地に隣接して建てられた体験型施設。2015（平成27）年に策定された「関ケ原古戦場グランドデザイン」に基づき、関ケ原の戦いのすべてがわかる拠点施設。

水まわりの特長
建物の特徴
「岐阜関ケ原古戦場記念館」は、関ケ原古戦場の徳川家康最後の陣地に隣接して建てられた体験型施設。歴史、観光、文化財保存の専門家や歴史ファンなどで構成する懇談会での議論を経て、関ケ原の戦いのすべてがわかる拠点施設として、2020（令和2）年10月21日にオープン。当施設がその中心的存在となっている。館内は、1Fにあるグラウンドビジョンやシアターで、関ケ原の戦いがどのように展開したのかを体験できる。また、2F展示室では、関ヶ原合戦図屏風など関連する実物資料などを展示。さらに、最上階には、360度の全面ガラス張りで関ケ原を一望ができる展望室があり、戦いに加わった武将たちの思いをさまざまな形で感じることができる。

トイレの特長
多くの観光客が訪れる施設となることから、シンプルでありながらだれもが使いやすく、管理しやすい水まわりを目指した。タイルは岐阜県を象徴する清流、木々の緑をイメージした色を各階で使い分けている。大便器・小便器は、床の清掃性がよい壁掛式の器具を設置。さらに、ウォシュレットのリモコンには、シンプルなボタン配置で使い方がわかりやすいエコリモコンを採用している。また、女性トイレには身だしなみを整えることができるスタイリングコーナーを設置。隣人の視線が気にならないように、仕切りを設けるなど細やかな配慮がされている。多機能トイレは、さまざまな身体状況の方に配慮し、コンパクトオストメイトパックや、着替えなどができる収納式多目的シートを設置している。

建築概要
名称	 岐阜関ケ原古戦場記念館
所在地	 岐阜県不破郡関ケ原町関ケ原894-55
施主	 岐阜県	 	 	
設計	 東畑・デザインボックス設計共同体
施工	 建築　TSUCHIYA・大橋・藤塚特定建設工事共同企業体
	 設備　ユニオン・松井特定建設工事共同企業体
竣工年月	 2020年7月
敷地面積	 4,752㎡
建築面積	 1,896㎡
延床面積	 4,879㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上5階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CS1
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5523A系
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：UFS900R
ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWE
壁掛ハイバック洗面器：LSG125CC／洗面器：L505
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
コンパクトオストメイトパック：UAS81LDB2NW／収納式多目的シート：EWC520AR系
ベビーチェア：YKA16系／フィッティングボード：YKA41系
パブリック用手すり：M268N、T115C6、T112CU22、T112CL11、T112HK6R

大便器は床の清掃性がよく、連続洗浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を設置。ウォシュレットのリモコンには、ボタンを押すたびに発電し、乾電池や電源工事が不要なエコリモコンを採用している。1Fは清流をイメージしたタイルを採用。シンプルなデザインと節水機能を両立した壁掛式の自動洗浄小便器を設置している。また、足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ フロアを設置。女性トイレに設置している、スタイリングコーナー。カウンター下の棚に荷物を置き、ゆっくりとお化粧直しができる。また、隣人の視線が気にならないように仕切りも、全体の空間意匠に調和させて設けられている。

1Fは関ケ原の戦いを体験できるグラウンドビジョンやシアター、2Fは歴史に触れる戦国体験コーナーや展示室、3Fは講演などを行うセミナールーム、そして5Fは古戦場全体が見渡せる展望室などで構成される。

多目的トイレには、さまざまな身体状況の方に配慮し、コンパクトオストメイトパックや、大人のおむつ替えや着替えに使用できるよう収納式多目的シートを設置している。2Fトイレは木々の緑をイメージしたタイルを採用。木目調とグリーンが優しい印象の空間。小便器や大便器ブースなど、各1ヶ所に手すりを設置することで、多様な利用者に配慮している。大きな荷物の置き場や小さなお子様の衣服の着脱時に使用できるフィッティングボードを設置。ブース内の配慮がひと目でわかるサインを、ブースの入口に掲示している。

2段のカウンターでドライエリアを設け、荷物の置き場所に配慮したツインデッキカウンターを採用。深いボウルで手が洗いやすく、周囲への水はねを抑制できる。さらに、全身鏡を設置し身繕いできる配慮がされている。

岐阜関ケ原古戦場記念館
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岐阜関ケ原古戦場記念館

1F洗面コーナー 2段のカウンターでドライエリアを設け、
荷物の置き場所に配慮したツインデッ
キカウンターを採用。深いボウルで手
が洗いやすく、周囲への水はねを抑
制できる。さらに、全身鏡を設置し身繕
いできる配慮がされている。

1F大便器ブース② 大きな荷物の置き場や小さなお子様
の衣服の着脱時に使用できるフィッ
ティングボードを設置。ブース内の配
慮がひと目でわかるサインを、ブースの
入口に掲示している。

2Fトイレ 2Fトイレは木々の緑をイメージしたタイ
ルを採用。木目調とグリーンが優しい
印象の空間。小便器や大便器ブース
など、各1ヶ所に手すりを設置すること
で、多様な利用者に配慮している。

2F多目的トイレ 多目的トイレには、さまざまな身体状況
の方に配慮し、コンパクトオストメイト
パックや、大人のおむつ替えや着替え
に使用できるよう収納式多目的シート
を設置している。

内観 1Fは関ケ原の戦いを体験できるグラウ
ンドビジョンやシアター、2Fは歴史に触
れる戦国体験コーナーや展示室、3F
は講演などを行うセミナールーム、そし
て5Fは古戦場全体が見渡せる展望
室などで構成される。

1Fスタイリングコーナー 女性トイレに設置している、スタイリング
コーナー。カウンター下の棚に荷物を
置き、ゆっくりとお化粧直しができる。ま
た、隣人の視線が気にならないように
仕切りも、全体の空間意匠に調和させ
て設けられている。

1F小便器コーナー 1Fは清流をイメージしたタイルを採
用。シンプルなデザインと節水機能を
両立した壁掛式の自動洗浄小便器を
設置している。また、足元には、尿の飛
散によるにおいや汚れを軽減するハイ
ドロセラ フロアを設置。

1F大便器ブース① 大便器は床の清掃性がよく、連続洗
浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュ
タンク式を設置。ウォシュレットのリモコ
ンには、ボタンを押すたびに発電し、乾
電池や電源工事が不要なエコリモコ
ンを採用している。 建築概要
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水まわりの特長
建物の特徴
「岐阜関ケ原古戦場記念館」は、関ケ原古戦場の徳川家康最後の陣地に隣接し
て建てられた体験型施設。歴史、観光、文化財保存の専門家や歴史ファンなどで
構成する懇談会での議論を経て、関ケ原の戦いのすべてがわかる拠点施設とし
て、2020（令和2）年10月21日にオープン。当施設がその中心的存在となっている。
館内は、1Fにあるグラウンドビジョンやシアターで、関ケ原の戦いがどのように展開
したのかを体験できる。また、2F展示室では、関ヶ原合戦図屏風など関連する実
物資料などを展示。さらに、最上階には、360度の全面ガラス張りで関ケ原を一望
ができる展望室があり、戦いに加わった武将たちの思いをさまざまな形で感じるこ
とができる。

トイレの特長
多くの観光客が訪れる施設となることから、シンプルでありながらだれもが使いやす
く、管理しやすい水まわりを目指した。タイルは岐阜県を象徴する清流、木々の緑を
イメージした色を各階で使い分けている。大便器・小便器は、床の清掃性がよい
壁掛式の器具を設置。さらに、ウォシュレットのリモコンには、シンプルなボタン配置
で使い方がわかりやすいエコリモコンを採用している。また、女性トイレには身だし
なみを整えることができるスタイリングコーナーを設置。隣人の視線が気にならない
ように、仕切りを設けるなど細やかな配慮がされている。多機能トイレは、さまざまな
身体状況の方に配慮し、コンパクトオストメイトパックや、着替えなどができる収納式
多目的シートを設置している。

外観 関ケ原の戦いにおける徳川家康最後
の陣地に隣接して建てられた体験型
施設。2015（平成27）年に策定された
「関ケ原古戦場グランドデザイン」に
基づき、関ケ原の戦いのすべてがわ
かる拠点施設。
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